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詞林　第52号　2012年10月

一
、
は
じ
め
に

平
維
盛
北
の
方
は
、
重
盛
の
嫡
男
維
盛
に
嫁
ぎ
、
六
代
と
い
う
男
の

子
と
女
の
子
を
産
ん
だ
。
し
か
し
、
彼
女
の
境
遇
は
決
し
て
恵
ま
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
幼
い
頃
に
父
大
納
言
成
親
が
殺
さ
れ
、
都
落
ち
の
際

に
は
夫
と
離
別
、
夫
の
死
後
は
息
子
が
源
氏
側
に
渡
さ
れ
、
不
安
や
離

別
に
苦
し
ん
で
不
幸
を
背
負
う
女
性
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

北
の
方
の
造
型
に
関
し
て
、
彼
女
の
み
に
重
点
を
置
い
て
考
察
す
る

論
考
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
、
郭
順
伊
氏）

1
（

の
論
考
で
は
、
次
の
よ
う
に
、

諸
本
に
お
け
る
彼
女
の
造
型
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

維
盛
北
の
方
は
物
語
内
で
あ
く
ま
で
脇
役
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
。

相
当
量
を
占
め
る
維
盛
描
写
の
中
で
、
維
盛
の
妻
は
頻
繁
に
登
場

す
る
も
の
の
、
そ
の
姿
は
合
戦
に
臨
む
夫
を
気
が
か
り
に
思
い
、

常
に
涙
す
る
、
非
力
な
印
象
の
妻
と
し
て
の
表
れ
で
し
か
な
い
の

で
あ
る
。
維
盛
北
の
方
は
、『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
る
他
の
女

性
説
話
の
主
人
公
達
に
比
べ
、
特
に
目
立
っ
た
特
徴
や
個
性
を
持

つ
わ
け
で
も
な
く
、
夫
を
慕
う
ご
く
平
凡
な
決
ま
り
き
っ
た
形
で

描
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
姿
は
ど
の
諸
本
も
、
離

れ
て
し
ま
っ
た
夫
へ
の
恩
愛
と
危
惧
の
念
を
抱
く
薄
幸
な
妻
の
姿

が
強
調
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
夫
と
の
離
別
に
よ
る
苦
渋
を
抱
え
る
姿
を
強
調
し
、

非
力
な
印
象
を
与
え
る
北
の
方
造
型
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
夫
を
思
慕
し
、
最
終
的
に
亡
く
な
っ
た
夫
の
た
め
に
出
家
し

菩
提
を
弔
う
点
で
、
他
の
女
性
登
場
人
物
と
同
様
に
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

多
く
の
論
考
で
、
北
の
方
の
造
型
は
、
妻
子
に
深
い
恩
愛
を
持
つ
維

盛
の
性
格
を
論
じ
る
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
維
盛
の
造
型
に
関

し
て
、
池
田
敬
子
氏）

2
（

と
牧
野
淳
司
氏）

3
（

は
、
入
水
の
直
前
、
維
盛
が
念
仏

し
て
い
る
際
に
、妻
子
の
こ
と
を
思
い
煩
い
、心
が
揺
れ
動
い
て
し
ま
っ

た
場
面
に
着
目
し
、
妄
念
と
さ
れ
る
妻
子
へ
の
恩
愛
を
論
じ
た
。
又
、

妻
子
を
浄
土
に
導
く
と
い
う
滝
口
入
道
の
説
法
に
よ
り
、
そ
の
妄
念
を

翻
し
、
一
心
念
仏
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
往
生
の
構
想
が
捉
え

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
維
盛
北
の
方

―
―
愛
す
る
者
を
救
済
す
る
・
愛
す
る
者
に
救
済
さ
れ
る
存
在
―
―

ル
ー
ン
ピ
ロ
ム
・
カ
ナ
パ
ッ
ト



延慶本『平家物語』における平維盛北の方（ルーンピロム）

― 26 ―

ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、往
生
へ
と
向
か
う
き
っ

か
け
と
さ
れ
る
、
妻
子
を
浄
土
へ
導
き
た
い
と
い
う
維
盛
の
意
志
で
あ

る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
北
の
方
は
郭
氏
が
指
摘
し
た
他
の
女
性

登
場
人
物
の
よ
う
に
、
単
に
男
性
か
ら
後
世
救
済
を
求
め
ら
れ
る
存
在

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
夫
に
救
済
さ
れ
る
存
在
と
し
て
も
造
型
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
北
の
方
の
造
型
を
再
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

妻
子
へ
の
深
い
恩
愛
を
持
つ
と
い
う
維
盛
の
性
格
自
体
に
つ
い
て
だ

け
で
な
く
、
物
語
が
維
盛
と
平
重
衡
の
対
比
を
意
識
し
て
描
き
出
し
て

い
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
秋
山
寿
子
氏）

4
（

は
、『
平
家
物
語
』
及
び
多

く
の
文
献
を
参
照
し
、「
二
人
（
執
筆
者
注
・
重
衡
と
維
盛
）
の
出
自
の

み
な
ら
ず
、
容
姿
、
才
能
に
も
極
め
て
恵
ま
れ
た
こ
の
ペ
ア
が
一
門
内

部
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
人
々
に
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鈴
木
則
郎
氏）

5
（

は
、
維
盛
と
重
衡
の
記
述
に
着
目

し
、「
一
の
谷
の
合
戦
敗
北
後
の
平
氏
一
門
の
没
落
の
運
命
を
、
維
盛

と
重
衡
の
悲
劇
的
生
の
展
開
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
語
ろ
う
と
し
た
」
と

い
う
物
語
の
姿
勢
を
指
摘
し
た
。
そ
の
他
に
、
四
重
田
陽
美
氏）

6
（

は
、
延

慶
本
に
お
け
る
維
盛
と
重
衡
の
記
述
を
対
照
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。妻

子
に
対
す
る
恩
愛
の
情
を
抑
え
き
れ
ず
に
悩
み
つ
つ
、
妻
子
に

逢
う
事
な
く
出
家
し
熊
野
の
海
に
身
を
沈
め
る
維
盛
と
、
生
け
捕

り
の
憂
き
目
に
逢
い
、
出
家
も
許
さ
れ
な
い
ま
ま
、
内
裏
女
房
や

妻
に
別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
逢
う
こ
と
の
で
き
る
重
衡
は
、『
延

慶
本
』
で
は
、
類
似
的
な
表
現
や
文
体
を
用
い
な
が
ら
、
全
く
対

照
的
に
描
か
れ
て
い
た
。
維
盛
の
物
語
と
重
衡
の
物
語
と
い
う
二

つ
の
物
語
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
個
の
説
話
か
ら
成

り
立
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
、
あ
え
て
対
照
的
に
描

き
あ
げ
る
事
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
物
語
が
絡
ま
り
合
い
な
が
ら
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
と
し
て
の
色
合
い
を
深
め
て
い
く
構
造
を

見
る
事
が
で
き
る
。

右
の
よ
う
に
、
重
衡
が
死
の
前
に
、
愛
す
る
者
と
の
再
会
を
果
た
し

た
の
に
対
し
、
維
盛
が
妻
子
と
の
再
会
を
断
念
し
て
入
水
し
た
こ
と
に
、

彼
ら
の
対
照
性
が
捉
え
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
見
過
ご
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
、
重
衡
の
生
捕
り
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
維
盛

が
妻
子
と
の
再
会
を
断
念
す
る
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
二
人
を
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
物
語
の
姿
勢
で
あ
る
。
四
重
田
氏
の
論
考
で
は
、
重
衡

の
生
捕
り
の
出
来
事
と
、
維
盛
が
妻
子
と
の
再
会
を
断
念
す
る
こ
と
と

の
結
び
つ
き
は
高
野
山
へ
導
線
を
変
更
す
る
場
面
と
の
関
わ
り
で
の
み

着
目
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
他
の
場
面
に
も
表
さ
れ
て
お
り
、
特
に

維
盛
の
入
水
の
直
前
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
物
語
が
重
衡
の

生
捕
り
の
出
来
事
を
繰
り
返
し
て
語
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
の
か
、
維
盛
の
最
期
に
お
け
る
妄
念
の
存
在
や
、
妻
子
を
救
済
し
た

い
と
い
う
願
望
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
ま
ず
北
の
方
の
行
動
を
中
心
に
、
彼
女
の

苦
悩
と
そ
の
克
服
の
様
相
を
第
二
節
に
お
い
て
考
察
す
る
。
第
三
節
に
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お
い
て
、
妻
子
を
救
済
す
る
と
い
う
維
盛
の
造
型
を
検
討
す
る
。
さ
ら

に
、
維
盛
と
重
衡
の
愛
す
る
者
と
の
再
会
を
め
ぐ
る
対
照
性
、
重
衡
生

捕
り
の
出
来
事
と
維
盛
が
妻
子
と
再
会
す
る
こ
と
と
の
結
び
つ
き
を
考

察
し
、
そ
れ
が
維
盛
の
入
水
前
の
妄
念
と
、
妻
子
を
救
済
す
る
と
い
う

造
型
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。　

二
、
北
の
方
の
苦
悩
と
そ
の
克
服
の
様
相

本
節
で
は
、
維
盛
の
生
前
と
そ
の
死
後
の
二
つ
の
項
目
に
分
け
て
、

北
の
方
の
苦
悩
と
そ
の
克
服
の
様
相
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
・
一　

夫
の
生
前

ま
ず
、
北
の
方
が
平
家
の
都
落
ち
の
前
に
維
盛
と
別
れ
る
場
面
を
見

て
い
く
。
平
家
は
木
曽
義
仲
の
軍
が
都
に
迫
っ
て
く
る
こ
と
を
聞
い
て

都
落
ち
を
決
定
し
た
。
そ
の
時
、
一
門
の
多
く
が
家
族
を
都
落
ち
に
同

行
さ
せ
る
が
、
維
盛
は
妻
子
を
都
に
残
す
と
決
意
し
た
。
別
れ
る
際
に
、

維
盛
は
ど
こ
に
で
も
妻
を
連
れ
て
い
き
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
を
吐
露

し
な
が
ら
、
流
浪
の
旅
や
敵
襲
の
危
険
を
考
え
、
都
に
残
る
よ
う
に
と

北
の
方
を
説
得
し
た
。
又
、
次
の
よ
う
に
遺
言
を
残
す
。

世
ニ
ナ
キ
者
ト
聞
ナ
シ
給
ト
モ
、
ア
ナ
カ
シ
コ
サ
マ
ナ
ム
ド
ヤ
ツ

シ
給
ナ
。
イ
カ
ナ
ラ
ム
人
ニ
モ
ミ
ヘ
給
ヒ
テ
、
少
キ
者
ド
モ
ヲ
モ

ハ
グ
ヽ
ミ
、
我
身
ノ
後
世
ヲ
モ
助
給
ヘ
。

〔
第
三
末　
「
惟
盛
北
方
事
」
六
四
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
も
し
自
分
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
て
も
、
出
家
せ
ず

再
婚
し
、
子
供
を
育
て
て
菩
提
を
弔
う
よ
う
に
と
北
の
方
に
遺
言
を
し

た
。
そ
の
遺
言
を
聞
い
た
北
の
方
の
反
応
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。

年
来
日
来
ハ
志
シ
ア
サ
カ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
モ
テ
ナ
シ
給
ツ
レ
バ
、
我

モ
サ
コ
ソ
タ
ノ
ミ
奉
リ
ツ
ル
ニ
、
イ
ツ
ヨ
リ
替
リ
ケ
ル
心
ゾ
ヤ
ト

思
コ
ソ
口
惜
ケ
レ
。
前
生
ニ
契
ア
リ
ケ
レ
バ
、
我
ヒ
ト
リ
コ
ソ
哀

ト
思
給
ト
モ
、
人
毎
ニ
ナ
サ
ケ
ヲ
カ
ク
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
又
人
ニ

ミ
ヘ
候
ベ
シ
ト
モ
思
ワ
ズ
。
少
者
共
モ
打
捨
ラ
レ
奉
リ
テ
ハ
、
イ

カ
ニ
シ
テ
カ
ハ
ア
カ
シ
ク
ラ
ス
ベ
キ
。
誰
ハ
グ
ヽ
ミ
、
誰
ア
ワ
レ

ム
ベ
シ
ト
テ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
留
メ
給
ゾ

〔
第
三
末　
「
惟
盛
北
方
事
」
六
四
頁
〕

北
の
方
は
都
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
、
再
婚
せ
よ
と
い
う
夫
の
思
い
を

承
諾
で
き
ず
、
夫
婦
の
契
り
に
よ
る
深
い
恩
愛
を
訴
え
た
。
場
面
の
終

わ
り
に
、
北
の
方
と
維
盛
の
馴
れ
初
め
が
記
さ
れ
て
い
る
。
北
の
方
は

維
盛
と
結
ば
れ
る
前
に
、
か
つ
て
後
白
河
法
皇
か
ら
文
を
送
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
の
返
事
を
拒
否
し
た
が
ゆ
え
に
、
父
に

親
子
の
縁
を
切
ら
れ
た
。
法
皇
の
申
し
出
を
無
視
す
る
態
度
を
取
っ
た

原
因
は
、
彼
女
が
維
盛
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
思

い
を
彼
女
に
仕
え
る
女
房
か
ら
聞
い
た
維
盛
は
、
密
か
に
北
の
方
を
迎

え
に
き
た
。
再
婚
を
承
諾
し
な
い
北
の
方
の
言
葉
に
続
き
、
こ
の
馴
れ
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初
め
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
死
別
し
て
も
変
わ
ら
な
い
夫

に
対
す
る
深
い
恩
愛
を
示
唆
す
る
物
語
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
北
の
方
が
維
盛
と
別
れ
る
際
に
、
抱
え
込

ん
だ
苦
悩
を
告
白
す
る
こ
と
で
あ
る
。

父
モ
ナ
シ
、
母
モ
ナ
シ
。
都
ニ
残
留
リ
テ
ハ
、
イ
カ
ニ
セ
ヨ
ト
テ
、

フ
リ
ス
テ
ヽ
出
給
ゾ
。
野
末
山
末
マ
デ
モ
引
具
シ
テ
コ
ソ
、
ト
モ

カ
ク
モ
ミ
ナ
シ
給
ハ
メ
」
ト
テ
、
人
目
モ
ツ
ヽ
マ
ズ
ナ
キ
モ
ダ
ヘ

給
ヲ
、
見
ス
テ
ガ
タ
ク
心
苦
ク
テ
、「
サ
リ
ト
テ
ハ
、
イ
ヅ
ク
ニ

モ
落
付
ム
所
ヨ
リ
忩
ギ
迎
取
ム
ズ
ル
ゾ
」
ト
、
ナ
グ
サ
メ
給
ホ
ド

ニ　
　
　
　
　
　
　
　
〔
第
三
末　
「
惟
盛
与
妻
子
余
波
惜
事
」七
三
頁
〕

北
の
方
は
維
盛
の
袖
に
す
が
り
つ
い
て
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
恵
ま

れ
な
い
境
遇
を
吐
露
し
た
。「
成
親
卿
ノ
北
方
君
達
等
出
家
事
」
に
お

い
て
、
北
の
方
の
父
大
納
言
成
親
は
、
平
家
打
倒
の
陰
謀
を
企
て
た
罪

に
よ
っ
て
流
罪
と
な
り
、
後
に
殺
さ
れ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼

女
の
母
が
父
の
死
を
聞
い
た
場
面
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

自
ラ
御
グ
シ
ヲ
切
給
テ
ケ
リ
。
雲
林
院
ト
申
テ
、
寺
ノ
有
ケ
ル
ニ
、

忍
テ
参
給
テ
ゾ
、
戒
ヲ
モ
持
給
ケ
ル
。
又
其
寺
ニ
テ
ゾ
、
如

形
一
ノ
追
善
ナ
ム
ド
モ
営
テ
、
彼
ノ
菩
提
ヲ
訪
奉
リ
給
ケ
ル
。
若

君
閼
伽
ノ
水
ヲ
結
ビ
給
ケ
ル
日
ハ
、
姫
君
ハ
樒
ヲ
ツ
ミ
、
姫
君
水

ヲ
取
給
日
ハ
、
若
君
花
ヲ
タ
ヲ
リ
ナ
ム
ド
シ
テ
、
父
ノ
後
世
ヲ
訪

給
モ
哀
也
。　
〔
第
一
末　
「
成
親
卿
ノ
北
方
君
達
等
出
家
事
」二
〇
三
頁
〕

父
の
死
を
聞
い
た
彼
女
の
母
は
出
家
を
し
て
、
子
供
と
と
も
に
菩
提

を
弔
っ
た
。
引
用
文
に
、
北
の
方
の
こ
と
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
維
盛
と
別
れ
る
際
の
、
北
の
方
の
恵
ま
れ
な
い
境
遇
に
つ
い

て
の
告
白
か
ら
、
父
の
死
を
歎
い
た
子
は
北
の
方
の
こ
と
と
知
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

以
上
の
北
の
方
の
告
白
か
ら
、
そ
も
そ
も
持
っ
て
い
た
孤
独
感
と
、

こ
れ
か
ら
頼
れ
る
人
が
い
な
く
な
る
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
維
盛
は
そ
の
よ
う
な
悲
歎
に
暮
れ
る
北
の
方
を
見
る
と
、

傍
線
部
の
よ
う
に
、
落
ち
着
い
た
ら
迎
え
を
よ
こ
す
と
約
束
し
て
彼
女

の
悲
し
み
を
慰
め
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
維
盛
と
別
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
物
語
は
単
に
離

別
を
歎
く
北
の
方
の
姿
を
描
き
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
苦
悩
の
根
本

的
な
原
因
と
し
て
、
彼
女
の
孤
独
感
、
不
安
感
、
夫
婦
の
恩
愛
を
示
し

て
い
る
。

維
盛
は
都
落
ち
し
て
以
来
、
都
に
残
し
た
妻
子
を
恋
し
く
思
い
、
悲

歎
に
暮
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
北
の
方
も
「
相
構
テ
迎
取
給
ヘ
。
少

キ
者
共
モ
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
恋
シ
ガ
リ
奉
ル
。
ツ
キ
セ
ヌ
歎
ニ
ナ
ガ
ラ
ウ

ベ
ク
モ
ナ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
と
子
の
悲
歎
を
維
盛
宛
て
の
文

に
語
っ
た
。
又
、
一
の
谷
合
戦
で
討
ち
取
ら
れ
た
平
家
の
人
々
の
首
が

都
の
中
に
晒
さ
れ
た
こ
と
を
聞
く
に
つ
け
て
、「
イ
カ
ニ
モ
此
人
ハ
ノ

ガ
レ
ジ
物
ヲ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
維
盛
の
安
否
を
思
い
煩
い
、
使
い
を
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つ
か
わ
し
て
確
認
さ
せ
た
。
そ
の
使
い
は
維
盛
の
首
が
見
当
た
ら
な
い

と
報
告
し
、
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
維
盛
が
病
気
に
な
り
、

戦
場
に
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
語
っ
た
。
維
盛
の
病
気
を
心
配
し

て
い
る
北
の
方
の
姿
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
①
穴
心
ヅ
ヨ
ノ
人
ノ
心
ヤ
。
所
労
ア
ラ
バ
、『
カ
ウ
コ
ソ
ア
レ
』
ト
、

ナ
ド
カ
告
ザ
ル
ベ
キ
。
軍
ニ
ア
ワ
ヌ
ホ
ド
ノ
所
労
ナ
レ
バ
、
大
事

ニ
コ
ソ
有
ラ
メ
。
思
歎
ノ
ツ
モ
リ
ニ
ヤ
、
病
ノ
付
ニ
ケ
ル
コ
ソ
。

都
ヲ
出
デ
ヽ
ヨ
リ
、
②
我
身
ノ
ワ
ビ
シ
キ
ト
云
事
ヲ
バ
一
度
モ
イ

ワ
ズ
。『
只
少
者
共
コ
ソ
心
苦
ケ
レ
。
終
ニ
ハ
一
所
ニ
コ
ソ
ス
マ

セ
ウ
ズ
レ
』
ト
ノ
ミ
ナ
グ
サ
メ
シ
カ
バ
、
サ
コ
ソ
憑
ミ
タ
ル
ニ
、

サ
テ
ハ
身
ノ
煩
ヒ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
皆
人
モ
具
ス
レ
バ
コ
ソ
具
シ
タ

ル
ラ
メ
。
野
ノ
末
、
山
ノ
末
マ
デ
モ
、
一
所
ニ
有
バ
互
ニ
心
苦
サ

ヲ
モ
ナ
グ
サ
ム
ベ
キ
ニ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
ノ
ミ
ナ
ク
悲
シ
サ
ヨ
」
ト
テ

泣
給
ヘ
バ
、

〔
第
五
本　
「
維
盛
ノ
北
方
平
家
ノ
頸
見
セ
ニ
遣
ル
事
」
二
八
九
頁
〕

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
北
の
方
が
維
盛
の
心
中
を
推
し
量
っ
た

箇
所
で
あ
る
。
北
の
方
は
、
維
盛
が
病
の
こ
と
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
、
①
傍
線
部
「
穴
心
ヅ
ヨ
ノ
人
ノ
心
ヤ
」
と
述
べ
、
又
、
都
を
出

て
以
来
、②
傍
線
部「
我
身
ノ
ワ
ビ
シ
キ
ト
云
事
ヲ
バ
一
度
モ
イ
ワ
ズ
。」

と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
心
強
い
と
い
う
維
盛
の
外
面
的
な

性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
重
傍
線
部
「
思
歎
ノ
ツ
モ
リ
ニ

ヤ
、
病
ノ
付
ニ
ケ
ル
コ
ソ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
は
妻
子
と
の
離
別

に
苦
し
む
維
盛
の
心
底
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
場
面
の
終
わ
り
、

波
線
部
に
、
維
盛
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
彼
が
抱
え
込
ん
だ

苦
悩
を
慰
め
た
い
、
と
い
う
北
の
方
の
願
望
が
窺
え
る
。

一
方
、
北
の
方
の
安
否
を
気
遣
う
維
盛
の
姿
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
。

中
将
モ
通
フ
御
心
ナ
リ
ケ
レ
バ
、「
都
ニ
イ
カ
ニ
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ク

思
ラ
ム
。
首
共
ノ
中
ニ
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
水
底
ニ
入
ニ
ケ
ル
ト
コ
ソ

思
ラ
メ
。（
後
略
）」

（
北
の
方
へ
の
文
）「
今
日
マ
デ
ハ
露
命
モ
消
ヤ
ラ
ズ
。
少
キ
人
々

何
事
カ
ア
ル
ラ
ム
」
ナ
ド
細
々
ト
書
給
テ
、
ヲ
ク
ニ
、

イ
ヅ
ク
ト
モ
シ
ラ
ヌ
ナ
ギ
サ
ノ
モ
シ
ヲ
グ
サ
カ
キ
ヲ
ク
ア
ト

ヲ
カ
タ
ミ
ト
ハ
ミ
ヨ

ト
書
給
ヘ
リ
。

〔
第
五
本　
「
維
盛
ノ
北
方
平
家
ノ
頸
見
セ
ニ
遣
ル
事
」
二
九
〇
頁
〕

傍
線
部
の
よ
う
に
維
盛
も
、
北
の
方
が
不
安
感
を
抱
き
な
が
ら
安
否

を
気
遣
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
推
し
量
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
の
安
否
を

知
ら
せ
る
た
め
に
、
妻
子
へ
文
を
書
い
て
歌
を
添
え
た
。
こ
の
歌
の
内

容
か
ら
、
北
の
方
の
再
会
へ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

不
安
感
が
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
維
盛
と
北
の
方
が
互
い
の
気
持
ち
を
察
し
て
い
る
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が
、
こ
れ
は
単
な
る
夫
婦
の
深
い
恩
愛
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
互
い

の
気
持
ち
が
通
じ
合
う
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
苦
悩
が
一
層
高
ま
る
の
で

あ
る
。

延
慶
本
に
お
い
て
は
、
維
盛
入
水
の
場
面
の
終
わ
り
に
、
夫
の
便
り

が
な
い
こ
と
で
不
安
に
な
っ
た
北
の
方
が
、
維
盛
が
入
水
し
た
こ
と
を

使
者
か
ら
聞
き
、「
サ
マ
ヲ
モ
傷
、
身
ヲ
モ
投
給
ヌ
ベ
ク
ゾ
覚
ヘ
シ
」

と
述
べ
て
泣
き
悲
し
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
覚
一
本

の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
出
家
し
て
夫
の
供
養
を
果
た
し
た
と
は
描
い
て
い

な
い
。

維
盛
の
死
後
に
お
け
る
北
の
方
の
経
緯
に
つ
い
て
、
山
根
対
助
氏）

7
（

は

『
尊
卑
文
脈
』
を
ふ
ま
え
て
、
北
の
方
が
吉
田
大
納
言
経
房
と
再
婚
し

た
と
い
う
史
実
を
取
り
上
げ
、
彼
女
の
再
婚
は
六
代
の
生
命
を
守
る
た

め
だ
と
論
じ
て
い
る
。
山
根
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
延
慶
本
は
覚
一
本

の
よ
う
に
北
の
方
が
出
家
し
た
こ
と
を
虚
構
と
し
て
語
ら
ず
、
し
か
し

な
が
ら
、
再
婚
す
る
と
い
う
事
実
に
も
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、

物
語
に
お
い
て
、
夫
の
死
後
、
再
婚
し
な
い
北
の
方
は
ど
の
よ
う
に
苦

悩
を
克
服
し
て
、
子
を
守
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
点
を
考
察
す
る
。

二
・
二　

夫
の
死
後

平
家
の
滅
亡
後
、
平
家
の
残
党
狩
り
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
、
維
盛

の
息
子
、
六
代
の
捜
索
に
力
が
注
が
れ
た
。
北
の
方
は
子
と
と
も
に
大

覚
寺
に
ひ
っ
そ
り
と
暮
し
て
い
た
が
、
北
条
時
政
に
見
つ
け
ら
れ
逮
捕

さ
れ
た
。
六
代
が
連
れ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
歎
い
た
北
の
方
の
姿
は
次

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

責
テ
ノ
事
ニ
、
手
箱
ヨ
リ
黒
キ
念
珠
ノ
少（

小
）
ヲ
取
出
テ
、「
何
ニ
モ

ナ
ラ
ム
マ
デ
ハ
是
ニ
テ
念
仏
申
テ
、
極
楽
ヘ
詣
レ
ヨ
」
ト
テ
、
若

君
ニ
献
リ
給
へ
バ
、
母
ニ
ハ
、「
只
今
離
マ
ヒ
ラ
セ
ナ
ム
ズ
。
何

ク
ニ
モ
父
ノ
オ
ワ
シ
マ
サ
ム
所
ヘ
ゾ
参
リ
タ
キ
」
ト
宣
ケ
ル
ニ
ゾ
、

イ
ト
ヾ
哀
ニ
思
シ
ケ
ル
。
今
年
ハ
十
二
ニ
コ
ソ
ナ
リ
給
ヘ
ド
モ
、

十
四
五
計
ニ
ミ
ヘ
テ
、
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
ウ
ツ
ク
シ
ク
テ
、
故
三
位

中
将
ニ
少
モ
違
給
ハ
ネ
バ
、「
穴
悲
ヤ
。
ア
レ
ヲ
失
テ
ム
ズ
ル
事

ノ
悲
サ
ヨ
」
ト
オ
ボ
ス
ニ
、
目
モ
晩
心
モ
消
テ
、
夢
ノ
心
地
ゾ
セ

ラ
レ
ケ
ル
。　　
　
　
〔
第
六
末　
「
六
代
御
前
被
召
取
事
」
四
八
三
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
北
の
方
は
家
の
滅
亡
に
よ
り
夫
と
死
別
し
、
又
、
子

を
捕
ら
わ
れ
て
離
別
す
る
と
い
う
幾
重
も
の
苦
悩
を
し
て
い
る
。
特
に
、

傍
線
部
「
故
三
位
中
将
ニ
少
モ
違
給
ハ
ネ
バ
」
と
描
写
さ
れ
る
六
代
の

容
貌
は
亡
き
夫
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
悲
し
み

が
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、
北
の
方
が
夫
の
よ
う
に
子
を
亡
く
す
の
を
恐
れ
て
歎
い
た
も
の

の
、
夫
と
別
れ
る
際
と
異
な
る
行
動
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
六
代
と
別

れ
る
前
に
、
彼
女
は
数
珠
を
渡
し
て
、
波
線
部
「
何
ニ
モ
ナ
ラ
ム
マ
デ

ハ
是
ニ
テ
念
仏
申
テ
、
極
楽
ヘ
詣
レ
ヨ
」
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
北

の
方
の
言
葉
か
ら
、
子
の
死
を
覚
悟
し
て
、
仮
に
彼
が
殺
さ
れ
る
と
し

て
も
、
仏
の
力
に
よ
っ
て
子
を
極
楽
へ
導
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
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志
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
悲
哀
に
暮
れ

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
夫
の
存
命
中
と
異
な
り
、
離
別
に
よ
る
苦
悩
に
向

き
合
い
、
そ
の
苦
悩
を
仏
の
力
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
北
の
方

の
姿
勢
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
そ
の
後
の
場
面
に
お
い

て
明
確
化
さ
れ
る
。
六
代
が
連
れ
て
い
か
れ
た
後
、
北
の
方
の
反
応
は

次
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。　　

「
哀
、
我
子
ヲ
バ
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
ハ
失
ワ
ム
ズ
ラ
ム
。
是
ハ
ヲ
ト

ナ
シ
ケ
レ
バ
首
ヲ
ゾ
切
ム
ズ
ラ
ム
。
イ
タ
シ
ト
ヤ
思
ワ
ム
ズ
ラ
ム
。

怖
シ
ト
ヤ
思
ム
ズ
ラ
ム
。
何
ナ
リ
ケ
ル
契
、
イ
カ
ナ
リ
ケ
ル
罪
ノ

報
ヒ
ニ
テ
、
カ
ヽ
ル
ウ
キ
メ
ヲ
ミ
ル
ラ
ム
。
観
音
コ
ソ
サ
リ
ト
モ

助
給
ワ
ム
ズ
ラ
ム
ト
、
深
ク
恃
奉
リ
ツ
ル
ニ
、
遂
ニ
取
ラ
レ
タ
ル

事
ノ
悲
シ
サ
ヨ
。（
中
略
）
是
ハ
生
ヲ
ト
シ
テ
後
ハ
今
ニ
至
ル
マ
デ
、

一
日
片
時
身
ヲ
放
タ
ル
事
モ
ナ
シ
。
朝
夕
二
人
ノ
中
ニ
ヲ
ヽ
シ
立

テ
、
明
テ
モ
晩
テ
モ
見
ニ
ア
キ
ダ
ラ
ズ
。
持
マ
ジ
キ
物
ヲ
持
タ
ル

様
ニ
覚
テ
、
糸
惜
悲
ト
思
ハ
愚
也
。
此
三
年
セ
ハ
、
今
ヤ
今
ヤ
ト
、

夜
昼
肝
心
ヲ
ケ
シ
テ
、
明
シ
晩
シ
ツ
レ
ド
モ
、
只
今
俄
ニ
出
来
タ

ル
不
思
議
ナ
ム
ド
ノ
様
ニ
サ
ヘ
覚
ル
ゾ
ヤ
、
コ
ヨ
ヒ
ニ
モ
ヤ
失
テ

ム
ズ
ラ
ム
」
ト
、
心
中
ニ
ハ
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
思
ナ
ガ
ラ
、
遁
ガ
タ

キ
事
ト
思
テ
、「
我
ヲ
ナ
グ
サ
メ
ム
ト
テ
、
イ
タ
ク
ナ
ゲ
カ
ヌ
サ

マ
ニ
モ
テ
ナ
シ
テ
、
出
ヅ
ル
面
影
、
生
々
世
々
ニ
モ
妄（
忘
）ル
べ
シ
ト

モ
不
覚
一
。
遂
ニ
ハ
世
ニ
ア
ル
マ
ジ
キ
者
ナ
レ
ド
モ
、
責
テ
ハ
今

一
度
イ
カ
ヾ
シ
テ
可
見
一
」
ト
、
音
モ
不
惜
一
泣
モ
ダ
ヘ
給
モ
、

ゲ
ニ
理
ト
覚
ヘ
テ
、
ヨ
ソ
ノ
袂
モ
シ
ホ
レ
ケ
リ
。

〔
第
六
末　
「
六
代
御
前
被
召
取
事
」
四
八
四
‐
四
八
五
頁
〕

北
の
方
は
子
の
命
を
心
配
し
、
大
切
に
育
て
て
き
た
子
へ
の
恩
愛
の

情
を
語
っ
た
。
傍
線
部
の
よ
う
に
、
彼
女
は
い
つ
か
子
が
殺
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
、
以
前
か
ら
覚
悟
し
な
が
ら
も
、
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
波
線

部
で
は
、
観
音
こ
そ
子
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
深
く
信
じ
て
い

た
の
に
、
と
う
と
う
捕
え
ら
れ
た
こ
と
が
悲
し
い
、
と
北
の
方
は
歎
い

た
。
後
に
観
音
の
利
生
に
よ
り
、
六
代
の
助
命
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を

見
る
と
、
物
語
は
観
音
の
救
済
に
対
す
る
彼
女
の
疑
心
と
い
う
よ
り
、

観
音
の
利
生
に
よ
っ
て
子
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
以
前
か
ら

信
じ
て
い
た
態
度
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

観
音
の
利
生
に
対
す
る
北
の
方
の
信
心
に
関
し
て
は
、
文
覚
上
人
が

六
代
の
助
命
を
引
き
受
け
る
場
面
と
、
子
の
無
事
を
聞
く
場
面
に
お
い

て
も
、
明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。
頼
朝
と
懇
意
の
文
覚
上
人
が
六
代
の

助
命
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
聞
い
た
北
の
方
は
、
文
覚
の
行
動
を
「
是

直
事
ニ
非
ズ
、
偏
ニ
長
谷
寺
観
音
ノ
御
助
ニ
テ
ア
レ
バ
、
始
終
モ
タ
ノ

モ
シ
ク
」
と
あ
る
よ
う
に
、
観
音
の
利
生
と
し
て
受
け
取
っ
た
。

又
、
六
代
が
頼
朝
に
赦
免
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
北
の
方
の
反
応
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

若
君
都
ヲ
出
給
ニ
ケ
ル
日
ヨ
リ
此
寺
ニ
籠
給
テ
、
夜
昼
御
堂
ニ
臥

沈
テ
、
血
ノ
涙
ヲ
流
テ
祈
申
給
ケ
ル
験
ニ
ヤ
、
大
慈
大
悲
ノ
御
誓
、



延慶本『平家物語』における平維盛北の方（ルーンピロム）

― 32 ―

罪
ア
ル
モ
罪
ナ
キ
モ
助
給
事
ナ
レ
バ
、
昔
モ
今
モ
カ
ヽ
ル
タ
メ
シ

多
カ
リ
ケ
リ
。
法
花
ノ
普
門
品
ニ
云
ク
、「
設
復
有
人
、
若
有
罪
、

若
無
罪
、
杻
械
枷
鎖
、
検
繋
其
身
、
称
観
世
音
、
菩
薩
名
者
、
皆

悉
断
壊
、
即
得
解
脱
」
ト
云
へ
リ
。
末
代
ト
云
ナ
ガ
ラ
、
不
思
議

ノ
利
生
ト
覚
ヘ
タ
リ
。
観
音
ニ
暇
申
テ
泣
々
忩
出
給
タ
レ
バ
、
若

君
ヤ
ガ
テ
オ
ハ
シ
タ
リ
。

〔
第
六
末　
「
斉
藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
四
九
七
頁
〕

長
谷
寺
に
参
籠
中
、
北
の
方
は
六
代
の
使
い
で
あ
る
斉
藤
五
か
ら
子

の
無
事
を
聞
い
て
、
子
の
助
命
の
願
い
を
成
就
さ
せ
る
観
音
の
利
生
を

賞
賛
し
た
。
子
が
逮
捕
さ
れ
、
都
を
出
て
以
来
、
北
の
方
は
長
谷
寺
に

参
籠
し
て
ひ
た
す
ら
に
子
の
無
事
を
祈
願
し
た
こ
と
や
、
観
音
の
慈
悲
、

法
華
経
の
経
文
を
語
っ
た
こ
と
に
は
、
苦
悩
を
克
服
す
る
た
め
に
、
神

仏
の
力
に
帰
依
す
る
と
い
う
北
の
方
の
姿
勢
が
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。

岡
田
三
津
子
氏
は
延
慶
本
の
こ
の
場
面
を
通
じ
て
、
六
代
の
助
命
お
よ

び
母
子
の
再
会
の
構
想
と
、
観
音
の
利
生
と
の
結
び
付
き
を
指
摘
し
て

い
る）

8
（

。
北
の
方
は
子
と
の
再
会
を
遂
げ
た
後
、
六
代
に
早
く
出
家
す
る
よ
う

に
と
勧
め
る
場
面
ま
で
登
場
し
て
い
る
。
六
代
は
高
雄
で
文
覚
上
人
に

育
て
ら
れ
、
十
六
歳
に
な
っ
た
年
に
高
野
山
へ
参
っ
て
滝
口
入
道
か
ら

父
の
最
期
を
聞
い
た
。
そ
の
後
出
家
修
行
を
し
て
父
の
菩
提
を
弔
っ
た

が
、
最
終
的
に
殺
さ
れ
、
平
家
の
子
孫
は
永
久
に
絶
え
た
。　

北
の
方
が
亡
き
夫
の
代
わ
り
に
、
子
を
育
て
、
又
、
子
の
命
を
守
る

た
め
に
観
音
の
利
生
に
帰
依
し
て
苦
難
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
設
定
に

つ
い
て
は
、
他
の
女
性
登
場
人
物
の
記
述
に
も
存
在
し
て
い
る
。
例
え

ば
、『
平
治
物
語
』
に
お
い
て
は
、
源
義
朝
の
妻
で
あ
る
常
葉
は
夫
の

死
後
、
清
水
寺
に
参
籠
し
て
子
供
の
無
事
を
祈
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
最
終
的
に
、
子
が
処
刑
を
免
れ
た
際
に
、
彼
女
は
「
一
日
片
時
も
、

命
の
あ
る
こ
そ
ふ
し
ぎ
な
れ
。
こ
れ
さ
な
が
ら
、
清
水
の
観
音
の
御
助

な
り
」
と
述
べ
て
、
子
の
無
事
を
観
音
の
助
け
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
の
方
の
後
日
談
に
は
夫
の
死
後
、
妻
が
子
の

無
事
の
た
め
に
観
音
の
利
生
に
帰
依
す
る
と
い
う
典
型
的
な
設
定
が
据

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
の
方
は
夫
と
死
別
し
、
又
、
捕
え
ら
れ
た
子
が

殺
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
を
抱
き
、
苦
悩
が
重
な
っ
て
い
る
。

苦
悩
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
夫
の
存
命
中
は
、
離
別
に
よ
り
嘆
き
悲
し

む
ば
か
り
で
、
苦
悩
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
行
動
が
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
夫
の
死
後
、
彼
女
は
子
と
の
離
別
の
苦
悩
に
立
ち
向
か
う
と
同

時
に
、
子
の
命
を
守
る
た
め
に
、
再
婚
せ
ず
仏
の
利
益
に
対
す
る
深
い

信
仰
を
持
っ
て
苦
悩
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
。
又
、
夫
の
た
め
に
菩
提

を
弔
う
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
以
前
、

夫
に
託
さ
れ
た
遺
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
菩
提
救
済
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
北
の
方
の
言
動
か
ら
考
慮
す
る
と
、
北
の
方
は
愛

す
る
者
の
無
事
を
祈
り
、
菩
提
を
弔
う
と
い
う
愛
す
る
者
を
救
済
す
る

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
先
行
研
究
の
指
摘
の

よ
う
に
、
多
く
の
女
性
登
場
人
物
の
役
割
と
共
通
し
て
い
る
。
で
は
、
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視
点
を
変
え
て
維
盛
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
北
の
方
の
造
型
に
は
他
の

女
性
登
場
人
物
と
の
相
違
点
が
あ
る
の
か
を
次
節
で
考
察
す
る
。

三
、
維
盛
の
最
期
に
お
け
る
苦
悩
と
そ
の
克
服

本
節
で
は
、
維
盛
が
一
門
か
ら
離
脱
す
る
場
面
か
ら
、
入
水
の
場
面

ま
で
の
彼
の
心
情
を
分
析
す
る
。
先
行
研
究
の
維
盛
と
重
衡
の
対
照
性
、

結
び
つ
き
に
関
す
る
見
解
に
基
づ
い
て
、
維
盛
の
恩
愛
に
よ
る
妄
念
の

存
在
に
着
目
し
て
探
る
こ
と
と
す
る
。

維
盛
が
一
門
か
ら
離
脱
す
る
場
面
に
お
い
て
、
妻
子
へ
の
恋
し
さ
が

募
っ
た
こ
と
と
、
平
家
を
裏
切
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
宗
盛
ら
の
疑

惑
に
耐
え
切
れ
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
維
盛
は
三
人
の
従
者
を
伴

い
ひ
そ
か
に
屋
島
を
抜
け
出
し
た）

9
（

。
紀
伊
国
に
着
い
た
時
、
山
伝
い
に

都
に
戻
っ
て
一
度
妻
子
に
会
い
た
い
が
、
重
衡
の
よ
う
に
生
捕
り
と

な
っ
て
恥
を
晒
し
、
亡
き
父
の
名
を
辱
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た

上
で
、
上
京
せ
ず
高
野
山
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
妻
子
と
再
会
す
る

と
い
う
願
望
を
実
現
す
る
よ
り
、
名
誉
を
保
つ
こ
と
を
決
断
し
た
維
盛

の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
妻
子
と
再
会
で
き
な
い
と
い

う
悲
し
み
は
彼
の
心
か
ら
離
れ
な
い
。

出
家
の
場
面
に
お
い
て
、
滝
口
入
道
が
髪
を
剃
っ
た
際
に
、「「
北
方

ニ
替
ラ
ヌ
形
ヲ
今
一
度
見
ヘ
奉
テ
角
モ
成
ラ
バ
、
思
事
ア
ラ
ジ
」
ト
思

食
ゾ
罪
深
キ
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
維
盛
は
北
の
方
と
再
会
せ
ず
に
出

家
す
る
こ
と
を
後
悔
し
た
。
そ
の
よ
う
な
思
い
は
「
罪
深
キ
」
と
、
物

語
か
ら
評
さ
れ
て
い
る
。

恩
愛
で
揺
れ
動
く
維
盛
の
姿
は
、
入
水
の
直
前
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

正
ク
向
西
一
、
念
仏
申
給
心
中
ニ
モ
、「
既
ニ
只
今
ヲ
限
レ
バ
、
争

カ
知
ベ
キ
ナ
レ
バ
、
風
ノ
便
ノ
言
付
モ
、
今
ヤ
〳
〵
ト
待
ン
ズ
ラ

ム
。
終
ニ
ハ
隠
有
マ
ジ
ケ
レ
バ
、
此
世
ニ
無
者
ト
聞
テ
、
幾
計
歎

ム
ズ
ラ
ム
」
ト
思
連
ケ
ラ
レ
給
ヘ
バ
、
主
従
念
仏
ヲ
止
、
合
掌
ヲ

乱
テ
、
聖
ニ
向
テ
宣
ケ
ル
ハ
、「
哀
、
人
ノ
身
ニ
妻
子
ト
云
者
ハ
、

持
マ
ジ
カ
リ
ケ
ル
者
哉
。
①
此
世
ニ
テ
物
ヲ
思
ハ
ス
ル
ノ
ミ
ニ
非

ズ
。
後
世
菩
提
ノ
障
ト
成
ケ
ル
事
ノ
悲
サ
ヨ
。（
中
略
）
本
宮
証

誠
殿
ノ
御
前
ニ
テ
、
夜
終
後
世
菩
提
ノ
事
ヲ
申
シ
ニ
、
少
者
共
ノ

事
思
出
サ
レ
テ
、『
吾
身
コ
ソ
カ
ク
成
ヌ
ト
モ
、
妻
子
平
安
ニ
守

給
ヘ
』
ト
申
サ
レ
キ
。
且
ハ
神
慮
モ
恥
敷
コ
ソ
覚
シ
カ
。
只
今
最

後
ノ
一
念
ナ
レ
バ
、
又
何
事
ヲ
カ
思
ヒ
増
ス
ベ
キ
ニ
、
如
何
ニ
聞

テ
悶
絶
コ
ガ
レ
ム
ズ
ラ
ム
ト
思
出
サ
ル
ヽ
ゾ
ヤ
。
是
ヲ
ホ
ダ
シ
ト

云
、
是
ヲ
紀
綱
ト
名
付
ケ
ル
モ
今
コ
ソ
思
合
ラ
ル
レ
。
②
思
事
ヲ

貽
ス
心
一
ニ
ハ
罪
深
カ
ム
ナ
レ
バ
、
懺
悔
ス
ル
也
」
ト
宣
ケ
レ
バ

〔
第
五
末　
「
惟
盛
身
投
給
事
」
三
四
三
‐
三
四
四
頁
〕

念
仏
を
唱
え
な
が
ら
も
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
自
分
の
死
を
聞
い
た

妻
子
は
ど
の
よ
う
に
悲
し
み
嘆
く
だ
ろ
う
と
い
う
妻
子
へ
の
思
い
が
心

中
に
浮
か
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
①
波
線
部
、
維
盛
は
妻
子
を
、
現
世

で
の
物
思
い
の
原
因
、
来
世
で
も
往
生
を
妨
げ
る
も
の
と
思
い
、
②
波

線
部
、
念
仏
を
唱
え
て
い
る
時
に
、
思
い
残
す
の
は
罪
深
い
こ
と
だ
と
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自
覚
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
仏
の
力
に
帰
依
し
、
妻

子
の
無
事
を
祈
願
す
る
維
盛
の
姿
で
あ
る
。
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
、

自
ら
の
菩
提
と
と
も
に
、
妻
子
の
平
安
も
祈
っ
た
こ
と
に
、
現
世
に
お

け
る
苦
悩
か
ら
妻
子
を
救
い
た
い
と
い
う
願
望
が
露
呈
す
る
。

滝
口
入
道
は
維
盛
の
悲
し
み
を
慰
め
る
た
め
に
、
世
の
慣
わ
し
と
し

て
の
離
別
を
語
り
つ
つ
、
出
家
の
利
益
や
阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
説
法
し

た
。
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

成
仏
得
脱
シ
テ
悟
ヲ
開
給
ナ
バ
、
娑
婆
ノ
故
郷
ニ
立
帰
リ
テ
、
難

去
被
思
食
一
人
々
ヲ
モ
導
キ
、
悲
ク
思
召
ン
人
ヲ
モ
奉
見
一
事
、

環
来
穢
国
度
人
天
ノ
本
願
、
ナ
ジ
カ
ハ
疑
ベ
キ
。
侍
我
閻
浮
同
行

人
ノ
誓
約
、
少
モ
謬
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
ト
テ
、
頻
ニ
輪（

鈴
）
ヲ
打
鳴
シ
、

隙
無
ク
奉
勧
一
ケ
レ
バ
、「
可
然
善
知
識
」
ト
喜
テ
、
忽
ニ
妄
念

ヲ
翻
シ
テ
、
向
西
一
叉
手
一
ヲ
テ
、
高
声
念
仏
三
百
余
反
唱
澄
テ
、

即
チ
海
ヘ
ゾ
入
給
フ
。

〔
第
五
末　
「
惟
盛
身
投
給
事
」
三
四
六
‐
三
四
七
頁
〕

滝
口
入
道
は
傍
線
部
の
よ
う
に
、
成
仏
で
き
れ
ば
娑
婆
の
故
郷
に
戻

る
こ
と
が
で
き
、
悲
し
み
に
沈
む
妻
子
と
再
会
し
て
導
く
こ
と
も
で
き

る
と
説
い
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
難
去
被
思
食
一
人
々
ヲ
モ

導
キ
、
悲
ク
思
召
ン
人
ヲ
モ
奉
見
一
事
」
と
い
う
説
法
を
聞
い
て
、
す

ぐ
に
妄
念
を
翻
し
、
念
仏
を
繰
り
返
し
て
唱
え
、
入
水
を
遂
げ
た
維
盛

の
姿
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
維
盛
は
妻
子
と
の
再
会
へ
の

期
待
と
、
彼
ら
を
極
楽
往
生
へ
と
導
き
た
い
と
い
う
意
志
を
も
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
一
心
に
極
楽
往
生
へ
向
か
う
こ
と
を
決
意
し
た
と
見
ら
れ

る
。妻

子
を
現
世
に
お
け
る
苦
悩
か
ら
救
お
う
と
す
る
維
盛
の
行
動
は
、

別
れ
る
前
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
北
の
方
へ
、
自
ら
が
亡
く
な
っ
て
も

出
家
せ
ず
再
婚
せ
よ
と
い
う
遺
言
を
し
た
こ
と
と
、
仏
の
利
益
に
帰
依

し
、
妻
子
の
無
事
を
祈
っ
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
最
期
の

場
面
に
お
い
て
、
妻
子
を
現
世
に
お
け
る
苦
悩
か
ら
救
う
に
止
ま
ら
ず
、

極
楽
往
生
へ
と
導
く
、
い
わ
ゆ
る
後
世
救
済
し
た
い
と
い
う
維
盛
の
意

志
が
見
て
取
れ
る
。
妻
子
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
維
盛
の
行
動
は
、
物

語
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
又
、
こ
の
よ
う
な
維

盛
の
姿
勢
を
北
の
方
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
北
の
方
の
造
型
に
は
夫

に
救
済
さ
れ
る
表
象
が
見
え
て
く
る
。

こ
う
し
て
、
北
の
方
の
造
型
に
は
前
節
で
考
察
し
た
愛
す
る
者
を
救

済
す
る
他
に
、
夫
に
救
済
さ
れ
る
表
象
も
見
て
取
れ
、
愛
す
る
者
を
救

済
す
る
役
割
の
み
与
え
ら
れ
る
多
く
の
女
性
登
場
人
物
と
の
相
違
点
が

窺
わ
れ
る
。
で
は
、
夫
に
救
済
さ
れ
る
と
い
う
北
の
方
の
表
象
は
、
物

語
が
女
人
救
済
の
構
想
を
提
示
す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
物
語
の
別
の
意
図
か
ら
生
じ
た
も
の
な
の
か
。

四
重
田
氏
は
都
落
ち
以
後
の
維
盛
と
重
衡
の
記
述
の
内
容
を
対
比
し
、

幾
つ
か
の
論
点
を
取
り
上
げ
て
い
る）

10
（

。
例
え
ば
、
主
従
の
関
係
に
関
し

て
は
、
維
盛
が
戦
場
を
後
に
す
る
際
に
、
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常
ニ
ハ
都
ノ
事
ノ
ミ
ゾ
恋
ハ
被
思
ケ
ル
。
此
浦
ノ
ス
マ
ヒ
、
浪
上

ノ
有
様
、
早
晩
ヲ
可
期
一
ナ
ラ
ネ
バ
、
是
モ
三
月
十
日
、
侍
ニ
ハ

余
三
兵
衛
重
景
、
近
習
者
ニ
ハ
石
童
ト
云
シ
童
、
舎
人
ニ
ハ
武
里

ト
云
シ
男
、
此
等
三
人
ヲ
召
具
テ
、
更
闌
人
定
テ
、
忍
ツ
ヽ
屋
嶋

ノ
館
ヲ
出
給
フ
。　　
　
〔
第
五
末　
「
惟
盛
卿
高
野
詣
事
」
三
二
〇
頁
〕

と
あ
る
よ
う
に
、
三
人
の
従
者
は
共
を
す
る
。
又
、
重
景
と
石
童
丸

は
後
に
維
盛
と
一
緒
に
出
家
入
水
し
、
武
里
も
出
家
入
水
を
望
ん
だ
。

四
重
田
氏
は
維
盛
の
こ
の
記
述
を
「
腹
心
の
部
下
と
の
心
の
絆
が
強
調

さ
れ
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
「
重
衡
は
、「
一
所
ニ
テ
死
ト
契
深

カ
リ
ケ
ル
」
後
藤
兵
衛
尉
盛
長
に
見
捨
て
ら
れ
て
、
生
け
捕
り
の
憂
き

目
に
合
う
。」
と
い
う
彼
ら
の
主
従
関
係
の
対
照
性
を
指
摘
し
た
。

又
、
重
衡
と
維
盛
の
恩
愛
や
、
愛
す
る
者
と
の
再
会
に
つ
い
て
も
言

及
さ
れ
て
い
る
。
一
ノ
谷
合
戦
で
生
捕
り
さ
れ
た
重
衡
は
、
内
裏
女
房

と
再
会
す
る
前
に
「
但
最
後
ノ
妄
念
ト
ナ
リ
ヌ
ベ
キ
事
ア
リ
。」
と
信

時
に
述
懐
し
た
よ
う
に
、
妄
念
が
残
っ
て
い
る
。
又
、
北
の
方
と
対
面

し
た
際
に
、「
今
ハ
思
ヲ
ク
ベ
キ
事
ナ
シ
。
ヨ
ミ
ヂ
モ
安
ク
罷
ナ
ン
ズ
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
最
後
に
彼
女
と
再
会
で
き
、
こ
の
世
に
思
い
残
す
こ

と
は
な
い
、
安
心
し
て
冥
途
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
述
懐
し
て
い
る
。

重
衡
は
最
後
に
愛
す
る
者
と
再
会
で
き
、
互
い
に
思
い
を
語
り
合
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
妄
念
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

恩
愛
に
よ
る
執
着
に
囚
わ
れ
て
い
な
い
重
衡
の
姿
に
つ
い
て
は
、
四

重
田
氏
は
子
が
な
い
と
い
う
重
衡
の
述
懐
に
着
目
し
て
論
じ
て
い
る
。

「
重
衡
卿
千
手
前
ト
酒
盛
事
」
の
末
尾
に
お
い
て
、

サ
テ
モ
中
将
ハ
御
子
ノ
一
人
モ
オ
ハ
セ
ヌ
事
ヲ
歎
給
シ
カ
バ
、
二

位
殿
モ
無
本
意
事
ニ
思
ヒ
、
北
方
、
大
納
言
佐
殿
モ
不
斜
歎
給
ケ

リ
。
神
明
仏
陀
ニ
モ
祈
請
シ
給
ヒ
キ
。「
賢
ク
ゾ
御
子
ノ
無
リ
ケ
ル
。

有
セ
バ
何
ニ
心
苦
カ
ラ
マ
シ
」
ト
、
責
ノ
事
ニ
ハ
被
思
ケ
リ
。

〔
第
五
末　
「
重
衡
卿
千
手
前
ト
酒
盛
事
」
三
二
〇
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
昔
、
母
二
位
殿
と
北
の
方
に
子
が
な
い
こ
と
を
残
念

に
思
っ
て
歎
い
た
が
、
生
捕
り
さ
れ
た
今
の
自
分
を
見
て
、
子
が
な
く

て
か
え
っ
て
よ
か
っ
た
と
重
衡
は
吐
露
す
る
。
こ
の
重
衡
の
述
懐
に
続

く
「
惟
盛
卿
高
野
詣
事
」
に
お
い
て
、
維
盛
は
妻
子
と
再
会
し
た
い
と

い
う
思
い
に
耐
え
ら
れ
ず
、
戦
線
を
離
脱
し
て
都
ヘ
向
か
っ
た
が
、「
本

三
位
中
将
ノ
被
生
取
テ
、
京
田
舎
人
ノ
口
ニ
乗
ダ
ニ
モ
心
憂
ニ
」
と
い

う
理
由
で
、
高
野
山
へ
道
筋
を
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
設
定
に
お
い
て
、
四
重
田
氏
は
「
妻
子
へ
の
恩
愛
を

境
と
し
て
重
衡
と
維
盛
を
対
照
的
に
描
く
と
い
う
『
延
慶
本
』
の
表
現

の
構
造
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
子
が
な
く
て
か
え
っ
て
よ
か
っ

た
と
い
う
重
衡
の
述
懐
お
よ
び
重
衡
の
生
捕
り
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

維
盛
が
妻
子
と
の
再
会
を
断
念
す
る
と
い
う
設
定
か
ら
、
恩
愛
の
点
で

維
盛
と
重
衡
を
互
い
に
結
び
つ
け
な
が
ら
、
対
照
さ
せ
よ
う
と
す
る
物

語
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
維
盛
が
重
衡
生
捕
り
の
こ
と
を
考
え
て
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恥
を
重
ん
じ
た
が
た
め
に
、
妻
子
と
の
再
会
を
断
念
し
た
と
い
う
設
定

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
維
盛
の
判
断
は
、
維
盛
が
上
京
し
な
い
こ
と
を

決
意
す
る
場
面
、
滝
口
入
道
に
懺
悔
す
る
場
面
、
そ
し
て
入
水
の
場
面

と
三
つ
の
場
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。

《
維
盛
が
上
京
し
な
い
こ
と
を
決
意
す
る
場
面
》

故
郷
ヘ
上
テ
、
恋
キ
人
ヲ
モ
今
一
度
見
ン
」
ト
思
食
ケ
ル
ガ
、
様

ヲ
傷
給
ヘ
ド
モ
猶
人
ニ
ハ
紛
ベ
ク
モ
ナ
シ
。
本
三
位
中
将
ノ
被
生

取
テ
、
京
田
舎
人
ノ
口
ニ
乗
ダ
ニ
モ
心
憂
ニ
、
我
サ
ヘ
憂
名
ヲ
流

テ
、
差
シ
モ
賢
ニ
オ
ハ
セ
シ
父
ノ
首
ニ
、
血
ヲ
ア
ヤ
サ
ム
事
口
惜

テ
、
千
度
百
般
心
ハ
進
給
ケ
レ
ド
モ
、
恋
ト
恥
ト
ヲ
比
レ
バ
、
恥

ハ
猶
モ
悲
テ
、
泣
々
高
野
山
ヘ
詣
リ
給
ヒ

〔
巻
第
五
末
「
惟
盛
卿
高
野
詣
事
」
三
二
〇
‐
三
二
一
頁
〕

《
維
盛
が
滝
口
入
道
に
懺
悔
す
る
場
面
》

古
里
ヘ
如
何
ニ
モ
シ
テ
尋
入
、
不
替
一
形
ヲ
モ
今
一
度
見
ヘ
タ
カ

リ
ツ
レ
ド
モ
、
重
衡
卿
ノ
被
生
取
一
テ
、
京
鎌
倉
嫐
ハ
ル
ヽ
ダ
ニ

モ
心
憂
ニ
、
此
身
サ
ヘ
恥
ヲ
サ
ラ
シ
テ
、
父
ノ
骸
ニ
血
ヲ
ア
ヤ
サ

ム
事
ウ
タ
テ
ケ
レ
バ
、
是
ニ
テ
出
家
ヲ
シ
、
水
ノ
底
ニ
モ
入
ナ
ム

ト
思
フ
ゾ
。〔

巻
第
五
末
「
惟
盛
卿
高
野
詣
事
」
三
二
一
‐
三
二
二
頁
〕

《
入
水
の
場
面
》

若
都
ヘ
ヤ
上
テ
、
今
一
度
見
モ
シ
見
ヘ
モ
セ
バ
ヤ
ト
テ
コ
ソ
、
迷

出
テ
有
シ
カ
ド
モ
、
本
三
位
中
将
ノ
被
生
取
一
テ
、
京
鎌
倉
恥
ヲ

サ
ラ
ス
ダ
ニ
ア
ル
ニ
、
我
サ
ヘ
捕
ヘ
搦
ラ
レ
ム
事
モ
ウ
タ
テ
ケ
レ

バ
、
思
念
ジ
テ
加
様
ニ
髪
ヲ
下
シ
テ
シ
上
ハ
、
今
更
妄
念
有
ベ
シ

ト
モ
覚
ヘ
ザ
リ
シ
ニ
、
本
宮
証
誠
殿
ノ
御
前
ニ
テ
、
夜
終
後
世
菩

提
ノ
事
ヲ
申
シ
ニ
、
少
者
共
ノ
事
思
出
サ
レ
テ
、『
吾
身
コ
ソ
カ

ク
成
ヌ
ト
モ
、
妻
子
平
安
ニ
守
給
ヘ
』
ト
申
サ
レ
キ
。

〔
巻
第
五
末
「
惟
盛
身
投
給
事
」
三
四
四
頁
〕

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
維
盛
が
妻
子
へ
の
再
会
を
断
念
す
る
理
由
の

提
示
で
あ
る
。
三
つ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
妻
子

と
再
会
し
な
い
と
い
う
維
盛
の
決
意
を
語
る
際
に
、
重
衡
の
生
捕
り
が

そ
の
理
由
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
傍
線
部
の

亡
き
父
の
名
を
辱
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
理
由
は
、
上
京
し
な
い

こ
と
を
決
意
す
る
場
面
と
、
懺
悔
す
る
場
面
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る

が
、
入
水
の
場
面
に
は
な
い
。
入
水
の
場
面
に
お
い
て
、
重
衡
生
捕
り

と
い
う
理
由
の
み
取
り
上
げ
る
点
か
ら
見
る
と
、
重
衡
の
生
捕
り
は
維

盛
に
妻
子
と
の
再
会
を
断
念
さ
せ
る
重
要
な
要
因
と
し
て
前
面
に
押
し

出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

維
盛
の
入
水
の
場
面
に
お
い
て
、
妻
子
と
再
会
し
な
い
理
由
の
語
り

に
続
き
、
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
、
出
家
し
て
妄
念
が
あ
る
べ
き
で
は

な
い
が
、
妻
子
の
こ
と
を
案
じ
て
仏
に
彼
ら
の
無
事
を
祈
っ
た
と
あ
り
、

妄
念
を
露
呈
す
る
。
さ
ら
に
、
入
水
の
直
前
、
一
心
に
念
仏
を
唱
え
る

際
に
、
妻
子
と
再
会
し
極
楽
往
生
へ
と
導
き
た
い
と
い
う
意
志
が
表
明

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
出
来
事
を
見
る
と
、
物
語
が
重
衡
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生
捕
り
の
こ
と
を
、
入
水
の
場
面
で
繰
り
返
し
語
る
こ
と
は
、
維
盛
に

妻
子
と
の
再
会
を
断
念
さ
せ
る
要
因
だ
け
で
な
く
、
妄
念
か
ら
離
れ
ら

れ
な
い
維
盛
の
最
期
へ
と
展
開
す
る
仕
掛
け
と
捉
え
ら
れ
る
。
入
水
の

直
前
に
表
さ
れ
る
妻
子
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
維
盛
の
行
動
、
あ
る
い

は
、
夫
に
救
済
さ
れ
る
北
の
方
の
存
在
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
掛
け
の
結

果
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
重
衡
と
維
盛
を
結
び
付
け

る
仕
掛
け
が
設
定
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
恩
愛
を
持
っ
て
往
生
を
遂
げ
よ

う
と
す
る
維
盛
の
独
自
な
有
様
が
提
示
さ
れ
、
一
方
、
夫
に
救
済
さ
れ

る
と
い
う
北
の
方
の
独
自
性
も
引
き
出
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
維
盛
の
北
の
方
は
、
恵
ま
れ
な
い
境
遇
や
、
夫
子

と
の
離
別
な
ど
に
よ
る
多
く
の
苦
悩
を
背
負
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
、

神
仏
の
利
益
に
帰
依
し
て
、
苦
悩
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
者
と
し
て
造

型
さ
れ
て
い
る
。
夫
の
存
命
中
に
死
後
の
供
養
を
託
さ
れ
、
又
、
神
仏

の
利
益
に
帰
依
し
子
の
無
事
を
守
る
こ
と
は
他
の
女
性
登
場
人
物
の
造

型
に
も
見
ら
れ
、
類
型
的
な
妻
母
の
役
割
と
見
做
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
う
し
た
類
型
的
な
造
型
以
外
に
、
往
生
を
遂
げ
て
妻
子
を
救

済
し
た
い
と
い
う
維
盛
の
意
志
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
に
救

済
さ
れ
る
存
在
と
し
て
の
一
面
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う

な
北
の
方
の
表
象
は
物
語
が
女
人
救
済
の
構
想
を
提
示
す
る
た
め
に
作

り
出
す
の
で
は
な
く
、
重
衡
と
維
盛
を
対
照
的
に
結
び
付
け
、
恩
愛
に

よ
る
妄
念
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
維
盛
の
最
期
へ
と
展
開
す
る
仕
掛
け
か

ら
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夫
に
救
済
さ
れ

る
と
い
う
北
の
方
の
表
象
は
単
な
る
そ
の
仕
掛
け
の
結
果
で
あ
り
な
が

ら
も
、
夫
の
菩
提
を
弔
っ
て
救
済
す
る
役
割
の
み
果
た
す
多
く
の
女
性

登
場
人
物
と
は
異
な
る
特
質
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注（１
）
郭
順
伊
「
維
盛
北
の
方
の
造
型
」（『
広
島
女
学
院
国
語
国
文
学
誌
』
三

六　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

（
２
）
池
田
敬
子
「
心
弱
き
人
の
往
生
―
維
盛
―
」（『
軍
記
と
室
町
物
語
』
清

文
堂　

二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）

（
３
）
牧
野
淳
司
「『
平
家
物
語
』
維
盛
身
投
げ
物
語
の
位
置
」（『
日
本
文
学
』

五
七
‐
七　

二
〇
〇
八
年
七
月
）

（
４
）
秋
山
寿
子
「
二
人
の
三
位
中
将
―
重
衡
と
維
盛
を
つ
な
ぐ
も
の
―
」（『
軍

記
文
学
の
系
譜
と
展
開
』
汲
古
書
店　

一
九
九
八
年
）
は
、
重
衡
と
維
盛
が

そ
ろ
っ
て
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
公
卿
補
任
』
や
、『
山
槐
記
』
を
取

り
上
げ
、
立
后
、
中
宮
の
出
産
、
親
王
の
立
太
子
に
際
し
て
、
二
人
そ
ろ
っ

て
登
場
し
、中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。又
、『
右

京
大
夫
集
』に
お
け
る
二
人
の
記
述
の
位
置
に
つ
い
て
は
、「「
恋
人
の
兄（
維

盛
）
と
の
贈
答
」
の
記
事
の
後
に
「
重
衡
の
鬼
物
語
」「
重
衡
と
の
よ
し
な

し
ご
と
」
の
記
事
が
続
い
た
り
、
重
衡
生
捕
り
の
記
事
の
後
に
維
盛
入
水
の

記
事
を
置
い
た
り
と
い
う
点
か
ら
も
、
二
人
と
個
人
的
に
親
し
く
し
て
い
た

右
京
大
夫
に
と
っ
て
、
両
者
が
無
意
識
の
う
ち
に
も
連
想
さ
れ
や
す
い
間
柄

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
垣
間
見
え
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

（
５
）
鈴
木
則
郎
「『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
維
盛
像
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
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（『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二
九　

一
九
八
〇
年
八
月
）

（
６
）
四
重
田
陽
美
「『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
維
盛
像
の
検
討
」（『
大

谷
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四
十　

一
九
九
六
年
十
二
月
）

（
７
）
山
根
対
助
「
維
盛
北
の
方
の
再
婚
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
文
学
』
二
一

‐
十
一　

一
九
七
二
年
十
一
月
）

（
８
）
岡
田
三
津
子
「『
六
代
御
物
語
』
の
形
成
」（『
国
語
国
文
』
六
二
‐
六　

一
九
九
三
年
六
月
）
は
、
延
慶
本
に
お
い
て
、
大
覚
寺
と
長
谷
寺
の
二
つ
の

場
面
で
母
を
探
し
求
め
る
苦
労
が
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
誰
も

い
な
い
大
覚
寺
の
宿
所
で
の
六
代
の
歎
き
と
、
長
谷
寺
で
一
晩
中
人
々
の
声

を
聞
き
分
け
よ
う
と
す
る
斉
藤
兄
弟
の
姿
。
再
会
の
喜
び
は
、
そ
れ
を
妨
げ

る
も
の
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
る
。
大
覚
寺
で
も
会
え

な
い
。
長
谷
寺
だ
と
聞
い
て
駆
け
付
け
て
も
参
籠
の
人
々
が
多
く
て
巡
り
あ

え
な
い
。
そ
の
時
に
再
会
の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
、
観
音
経
読
誦
の
声
で

あ
る
。
長
谷
寺
と
い
う
場
で
、
観
音
に
祈
る
声
に
導
か
れ
て
、
つ
ま
り
は
観

音
に
導
か
れ
て
再
会
が
果
た
さ
れ
る
。」
と
述
べ
て
お
り
、
観
音
の
利
生
が

六
代
助
命
の
み
な
ら
ず
、
母
子
と
の
再
会
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
延
慶
本
は
六
代
助
命
と
母
子
再
会
の
い
ず
れ
の
構
想
に

お
い
て
も
観
音
の
利
生
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
諸
本
は
観
音
の
利

生
に
よ
る
六
代
助
命
の
み
を
重
視
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
延
慶
本
と
他
の
諸

本
に
お
け
る
観
音
の
利
生
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
９
）
平
家
一
門
の
疎
外
者
と
し
て
の
維
盛
の
存
在
と
、
一
門
か
ら
離
脱
す
る

際
の
心
情
に
つ
い
て
、
鈴
木
則
郎
氏
は
、
維
盛
が
北
の
方
と
離
別
す
る
場
面

に
お
け
る
、「
大
臣
殿
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
、
惟
盛
ヲ
バ
二
心
ア
ル
者
ト
宣
ナ
ル
ニ
、

今
マ
デ
打
出
ネ
バ
、
イ
ト
ヾ
サ
コ
ソ
思
給
ラ
メ
」
と
い
う
維
盛
の
言
葉
か
ら
、

「
都
落
ち
の
時
点
か
ら
、
二
心
あ
る
者
と
し
て
猜
疑
の
目
で
み
ら
れ
る
自
己

を
は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
維
盛
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
都
落
ち
以
降
の
段

階
に
至
る
と
、
そ
れ
は
妻
子
に
対
す
る
思
慕
の
情
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る

形
で
増
幅
し
、
維
盛
の
行
動
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
維
盛
像
に
深
刻
な
孤

独
感
と
暗
い
孤
独
の
影
を
付
与
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。」

と
論
じ
て
い
る
。

（
10
）
四
重
田
氏
は
維
盛
と
重
衡
の
記
述
の
内
容
の
他
に
、
表
現
を
対
照
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
彼
ら
の
妻
と
別
れ
る
場
面
に
お
い
て
、

《
重
衡
の
北
の
方
》

「
恥
ヲ
モ
顧
給
ワ
ズ
、
御
簾
ノ
キ
ワ
ニ
マ
ロ
ビ
テ
出
給
テ
、
モ
ダ
ヘ
コ

ガ
レ
給
フ
。
御
音
ノ
遙
ニ
門
外
マ
デ
聞
ヘ
ケ
レ
バ
」

《
維
盛
の
北
の
方
》

「
恥
ヲ
モ
カ
ヘ
リ
ミ
ズ
、
ス
ダ
レ
ノ
キ
ワ
ニ
マ
ロ
ビ
フ
シ
テ
、
声
モ
ヲ

シ
マ
ズ
ヲ
メ
キ
給
フ
」

四
重
田
氏
は
別
れ
に
堪
え
き
れ
ず
御
簾
の
側
に
駆
け
寄
り
、
御
簾
の
傍
ら

で
悲
歎
に
暮
れ
る
と
い
う
重
衡
と
維
盛
の
妻
の
姿
の
描
写
に
着
目
し
、
彼
女

た
ち
の
記
述
に
お
け
る
愛
し
合
う
夫
婦
の
別
れ
の
表
現
に
類
似
が
見
ら
れ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト

•

『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
上
』（
勉
誠
社　

一
九
九
〇
年
）

•

『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
下
』（
勉
誠
社　

一
九
九
一
年
）

•

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
46　

平
家
物
語
２
』（
小
学
館　

二
〇
〇
六
年
）

•
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
承
久
記
』（
岩
波
書
店

　

一
九
九
二
年
）

※
引
用
に
際
し
、
一
部
の
漢
字
を
該
当
す
る
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

（K
anapat Ruenpirom

　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


